
２０２４年度 鉄道総研技術フォーラム

 表彰制度の支援
 海外展開への協力

鉄道国際規格センターは、国内の鉄道事業者、鉄道産業界、国内規格審議

団体等の会員の支援により運営されています。「連携・協調による国際規

格開発の促進」、「海外への情報発信及び海外との連携強化」、「鉄道分野

の国際標準化活動に携わる人材の育成」等を活動の中心としています。

活動内容

2024年度活動計画をもとに、アジアや欧州との連携・協調、国内における課題解決・

人材育成をベースとして国際規格開発の促進を図っています。

鉄道国際規格センター

鉄道分野の国際規格開発
への取り組み

センター会員企業・団体
(鉄道事業者、鉄道関連メーカ等)

連携・協調による
国際規格審議の促進

 日本からの提案
 規格開発の促進
 運営への貢献

鉄道関連団体が進める
標準化活動への関与

東アジア
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 情報交換会
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国内課題の解決
国際標準化活動に
携わる人材の育成

 国際標準化をリード
する人材

 標準化を支える裾野人材

 国内技術・ノウハウの明文化
 国内認証体制の検討
 解説書作成
 国内規格作成団体との連携

国際標準化団体

海外鉄道関連団体

情報の収集と提供
/各種支援

鉄道総研 鉄道国際規格センター
 情報交換会

 情報交換・意見交換

※鉄道総研はIEC/TC 9、ISO/TC 269（各SC含
む）、 ISO/TC 17/SC 15の国内審議団体
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国土交通省 日本鉄道車輛工業会
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香港MTR
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1990年代に鉄道市場の市場開放を目指して国際的な摩擦が生じました。2000年
代になると欧州規格(EN規格)の国際規格への提案が活発になりました。日本も「ルー
ルに従う側」から「ルールを作る側」になることを志向しつつ活動しています。

鉄道分野の国際規格開発の歴史

日本国内での活動

鉄道業界には鉄道事業者、メーカ、官公庁など多数のステークホルダーが存在し
ます。鉄道国際規格センターは、鉄道業界一体となって標準化を推進するための結
節点として活動しています。

1980年代 1990年代 2000年代 2010年代

1995 WTO設立
TBT協定・GP協定

2012
ISO/TC 269設置

議長：日本

2016
ISO/TC 269/SC 1, 
SC 2, SC 3 設置

2020年代

経済産業省

国⼟交通省

鉄道技術標準化
調査検討会

JISC
⽇本産業標準
調査会

鉄道国際規格センター

鉄道国際規格センター会員
・鉄道事業者
・鉄道産業界
・関係協会等
134社

(2024年8⽉）

企画運営協議会

会員連絡会

国際標準化戦略・計画会議
規格審議委員会

提⾔ 報告
提案

委嘱
提案
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ISO/IECにおける鉄道関連TC(専門委員会)、SC(分科委員会)には以下のような
ものがあります。鉄道総研はIEC/TC 9、ISO/TC 269（各SC含む）、 ISO/TC 
17/SC 15の国内審議団体として活動しています。 （2024年8月1日現在、下線は審
議中件名）

鉄道関連TC/SCの紹介

IEC/TC 9

電気に関連する鉄道車両、地上設備、管理システム(信号・通信含む)

ISO/TC 269

IEC/TC 9の業務範囲を除く鉄道関連の全
システム、製品、サービス

ISO/TC 269/SC 1

線路、プラットホーム、駅、操車場、
トンネル、橋梁、その他の土木工事

主な規格

• RAMS（IEC 62278)

• サイバーセキュリティ（IEC 63452）

• 変電所用コンバータ（IEC 62590）

• 都市交通ｼｽﾃﾑの管理と指令／制御：UGTMS（IEC 62290）

• 車両用回転機（IEC 60349)

• 燃料電池(IEC 63341)

ISO/TC 269/SC 2

機関車、客車、貨車、マルチプルユニット、地下鉄、
ライトレール

ISO/TC 269/SC 3

鉄道システムおよび関連機器に
おける業務とサービス

主な規格

• 軌道材料（ISO 6305）

ISO/TC 17/SC 15

鉄道ﾚｰﾙ・ﾚｰﾙ締結装置・車輪及び輪軸

主な規格

• 鉄道品質ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ(RQMS)（ISO 22163）

• 車両火災防護 (ISO 9828)

• ホームドア (ISO 18298)

• 用語と定義 (ISO 22575)

主な規格

• ﾌﾟﾗｽﾁｯｸまくらぎ（ISO 12856）

• レール溶接 （ISO 23300）

• 軌道形状の弦管理方法(ISO/TR 8955)

主な規格

• 車両用空調ｼｽﾃﾑ（ISO 19659）

• 前面窓（ISO 23340）

• 車両衝突耐性 (ISO 10395)

• ブレーキ（ISO 20138）

主な規格

• 自然災害時の鉄道オペレーション (ISO 22083)

• 地震時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ&ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ（ISO 22888）

• 運転訓練用シミュレータ （ISO 23019）

• 輸送計画 (ISO 24675)
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鉄道総研の基本計画「RESEARCH 2025」に掲げた活動の基

本方針である「鉄道技術の国際的プレゼンスの向上」に基づき、

多角的な国際活動を展開しています。

共同研究

鉄道総研では、海外の大学や研究機関、鉄道事業者などと共同研究を実施し、研究

開発活動を推進しています。

また、研究者の相互派遣を通じて、日本の鉄道技術の国際的プレゼンスを向上させ

る人材の育成の面からも取り組んでいます（図１）。

研究開発推進部（国際）

鉄道総研の国際活動

国内外の機関等からの要請に基づき、技術協力や情報交換を行っています（図１）。

相手方の例：インド高速イノベーションセンター（HSRIC）、インド鉄道省研究設計標準

機構（RDSO）、国営台湾鉄路株式会社、タイ国立科学技術開発庁(NSTDA)など。

技術協力・情報交換

鉄道の研究に関する世界最大の国際会議である、世界鉄道研究会議（WCRR）の運

営を、他の６つの組織とともに行っています。次回は、米国・MxV Rail社の主催で、

2025年１１月にコロラドスプリングス市において開催の予定です（表１）。

WCRRの運営

英文の年報（Annual Report）、論文誌「Ｑｕａｒｔｅｒｌｙ Ｒｅｐｏｒｔ」（年４回）、

広報誌「Ascent」（年２回）などを、Web上に発行・掲載しています（図２） 。

本年は、世界最大の鉄道業界の見本市「ＩｎｎｏＴｒａｎｓ 2024」（独・ベルリン、会期９月

２４～27日）に出展し、鉄道総研の活動をPRします。

海外向け情報発信

※なお、国際標準化活動につきましては、鉄道国際規格センターの展示をご覧ください。
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図１ これまでに共同研究や技術協力・情報交換を実施した組織の例

表１ 第14回世界鉄道研究会議 WCRR 2025の概要

図２ 海外向けの情報発信（英文誌関係）

米国・MxV Rail社主催者

2025年11月17日～21日会期

米国・コロラドスプリングス開催地

The Broadmoor（ザ・ブロードムーア）会場

HPにて、概要投稿を受付中（締切9/27）論文募集

国際重軸重鉄道協会の会議「IHHA 2025」と共催参考情報１

前回（WCRR 2022、英国・バーミンガム）は、31ヵ国から757名が参加参考情報２

※赤い引き出し線は共同研究、青い引き出し線は技術協力・情報交換の相手方を示す

中国鉄道科学研究院

HSRIC

RDSO

NSTDA

台湾鉄路

ミラノ工科大学

マドリード工科大学

ギュスターヴ・
エッフェル大学

英国鉄道安全標準化機構

シンガポール陸上交通庁

バーミンガム大学

マサチューセッツ
工科大学

アイオワ大学

シェフィールド大学

ケンブリッジ大学

チャルマース工科大学 ドイツ航空宇宙センター

ユニバーシティ・
カレッジ・ロンドン

ブリストル大学

ｃ

コロンビア大学

ニューカッスル大学 ドイツ鉄道システム技術会社 韓国鉄道技術研究院

フランス国鉄

香港鉄路
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全国の鉄軌道事業者、鉄道関連企業などの皆様（鉄道技術推進セ

ンター会員）と協働し、「技術力の維持・向上」「技術の体系化と課

題解決」「技術情報サービス」に関する活動を展開しています。

鉄道技術推進センター

技術力の維持・向上

技術の体系化と課題解決

技術支援：会員の皆様が抱える鉄道技術に関する課題（疑問、悩み）等を解決するた

めの技術支援活動を行っています。2023年度は、176件（現地調査20件含む）の

相談に対応致しました。重点施策である地域鉄道への技術支援は３３社６０件でした。

鉄道技術推進センター講演会：2023年度は、オンデマンド配信（YouTube）によ

り、「鉄道基礎・抗土圧構造物の維持管理の手引きに関する講習会」と「車両用電子

機器の故障防止に関する検討会・報告会」の２件を実施しました。

鉄道設計技士試験：鉄道技術者の鉄道設計業務を総合的に管理できる能力を証明

する資格試験を、毎年１回、鉄道土木・鉄道電気・鉄道車両の３分野について実施し

ています。

技術基準の原案作成と設計ツールの整備：鉄道構造物等の設計･維持管理に関する

技術基準の原案（国からの委託）、実務者向けの設計ツール等を作成しています。

2023年度の成果物（報告書）の例：「鉄道土木構造物の健全度の判定手引き（橋りょう

編）（コンクリート構造物改訂版）」

技術課題に対応した調査研究：会員に共通する技術的課題を選定し調査研究を実施
しています。

2023年度の成果物（報告書）の例：「分岐器及び転てつ装置の保守管理手法に関する調査研究」

会員用ウェブサイト：セキュリティの強化と会員の利便性向上のためにウェブサイトを

改修しました（2024年4月11日公開）。

鉄道技術推進センター報：レールアドバイザーの連載記事を掲載しました。

鉄道安全データベース：安全データベースに収められているデータをエクセルファイ

ルとして、会員が直接ダウンロードできる新規サービスの運用を2023年５月より開

始し、会員による各種対策検討への取組に貢献しました。

技術情報サービス

鉄道技術推進センターの活動
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YouTubeによる
オンデマンド配信

技術支援の分野別件数（2023年度）

リニューアルした会員用ウェブサイト

「鉄道基礎・抗土圧構造物の維持管理の手引きに関する講習会」

技術支援の実績

オンデマンドの推進センター講演会 技術基準事業関係の成果物（例）

リニューアルした会員用ウェブサイトと推進センター報への連載記事

鉄道土木構造物の健全度の判定手引き（橋りょう編）（コンク
リート構造物改訂版）（会員用ウェブサイトで公開）

レールアドバイザーによる連載記事（鉄道技術推進センター報に掲載）

今年度は「鋼構造物塗装設計施工指針（改訂）」に関する
オンデマンドの推進センター講演会を近日中に公開予定。

技術支援実施件数の推移

鉄道総研研究者による現地調査（全鉄軌道事業者対象）
レールアドバイザーによる

訪問アドバイス
（中小鉄軌道事業者対象）

軌道

45

構造物

40電力

24

信号・通信

19

車両

22

運転

1

人間科学

9
その他

16

176件
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